
 

 

 

 

 

 
 

ＪＡグループ新潟 

１．基本方針

【需要に応じた米生産】

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、

需給・価格の安定と生産者手取りの増大をはかります。
 

 

【マーケットインの強化】

  ３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

転換が必要となっているため、
 

 

【出荷結集の推進】

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、  

および県本部への出荷結集をすすめます。

 
 

２．重点方針と
 
 

（１）マーケットインに基づく取り組み強化
 

 

   ○ 

の対応など、マーケットインに基づく取り組みを強化
 

   ○ 

産年前年から販売先への契約推進をおこない
 

   ○ 

契約の積上げをはかります。

○ 「

みを早期に進めて
 

○ 安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

組みます

ＪＡグループ新潟

本方針

【需要に応じた米生産】

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、

需給・価格の安定と生産者手取りの増大をはかります。

【マーケットインの強化】

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

転換が必要となっているため、

【出荷結集の推進】

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、

および県本部への出荷結集をすすめます。

２．重点方針と

マーケットインに基づく取り組み強化

 安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

の対応など、マーケットインに基づく取り組みを強化

 早期の需要確保と安定販売をはかるため、

産年前年から販売先への契約推進をおこない

 次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、

契約の積上げをはかります。

「平成２９年産米集荷・販売方針

みを早期に進めて

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

組みます。 

ＪＡグループ新潟

【需要に応じた米生産】 

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、

需給・価格の安定と生産者手取りの増大をはかります。

【マーケットインの強化】

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

転換が必要となっているため、

【出荷結集の推進】 

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、

および県本部への出荷結集をすすめます。

２．重点方針と主な取組内容について

マーケットインに基づく取り組み強化

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

の対応など、マーケットインに基づく取り組みを強化

早期の需要確保と安定販売をはかるため、

産年前年から販売先への契約推進をおこない

次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、

契約の積上げをはかります。

平成２９年産米集荷・販売方針

みを早期に進めていくため、例年より２ヶ月早く決定しました。

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

ＪＡグループ新潟 

 

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、

需給・価格の安定と生産者手取りの増大をはかります。

【マーケットインの強化】 

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

転換が必要となっているため、マーケットインに基づく取り組みを強化し

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、

および県本部への出荷結集をすすめます。

取組内容について

マーケットインに基づく取り組み強化

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

の対応など、マーケットインに基づく取り組みを強化

早期の需要確保と安定販売をはかるため、

産年前年から販売先への契約推進をおこない

次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、

契約の積上げをはかります。 

平成２９年産米集荷・販売方針

いくため、例年より２ヶ月早く決定しました。

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

 

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、

需給・価格の安定と生産者手取りの増大をはかります。

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

マーケットインに基づく取り組みを強化し

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、

および県本部への出荷結集をすすめます。 

取組内容について

マーケットインに基づく取り組み強化

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

の対応など、マーケットインに基づく取り組みを強化

早期の需要確保と安定販売をはかるため、

産年前年から販売先への契約推進をおこない

次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、

 

 

平成２９年産米集荷・販売方針」については、

いくため、例年より２ヶ月早く決定しました。

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、

※ 掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、

需給・価格の安定と生産者手取りの増大をはかります。

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

マーケットインに基づく取り組みを強化し

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、

 

取組内容について 

マーケットインに基づく取り組み強化 

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、事前契約の拡大や業務用需要へ

の対応など、マーケットインに基づく取り組みを強化

早期の需要確保と安定販売をはかるため、取り組みスケジュールを早め、生

産年前年から販売先への契約推進をおこないます。

次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、

発行：

については、マーケットインに基づく

いくため、例年より２ヶ月早く決定しました。

安定販売と生産者手取りの増大をはかるため、ＪＡグループが一体となって取り

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、

需給・価格の安定と生産者手取りの増大をはかります。 

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

マーケットインに基づく取り組みを強化し

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、

事前契約の拡大や業務用需要へ

の対応など、マーケットインに基づく取り組みを強化します。

取り組みスケジュールを早め、生

。  

次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、

発行： 

平成２

マーケットインに基づく

いくため、例年より２ヶ月早く決定しました。

ＪＡグループが一体となって取り

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

主食用米・水田活用米穀とも需要に見合った生産をおこない、主食用米の

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への

マーケットインに基づく取り組みを強化し

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、

事前契約の拡大や業務用需要へ

します。 

取り組みスケジュールを早め、生

次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、

平成２９年２月１

マーケットインに基づく

いくため、例年より２ヶ月早く決定しました。 

ＪＡグループが一体となって取り

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

主食用米の 

３０年産以降の米政策の見直しにより「販売を起点とする米づくり」への 

マーケットインに基づく取り組みを強化します。 

新潟米のシェア拡大・ブランド力の向上、生産者手取りの増大に向け、ＪＡ 

事前契約の拡大や業務用需要へ

取り組みスケジュールを早め、生 

次年産以降の複数年契約・契約栽培等の需要確保および生産推進をおこない、 

１日 

マーケットインに基づく取り組

ＪＡグループが一体となって取り

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。 

事前契約の拡大や業務用需要へ

 



 

 

   【取り組みスケジュール】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）販売力の強化
 

 

○ 

ど

化をはかります。
 

 

○ 

提案をおこないます。
 

 

○ 

供給に取り組みます。
 
 

【県本部の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 生産年前年

　　　 

   生産年

 　   

  　 ６月～８月

  　 ９月～１１月

【取り組みスケジュール】

）販売力の強化

 播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

ど多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

化をはかります。

 卸と連携して実需者への直接推進を強化し、

提案をおこないます。

 酒米・もち米については、契約栽培制度を通じ、

供給に取り組みます。

県本部の２９年産銘柄別販売イメージ】

時期

　 生産年前年

　　　 １１月

   生産年

 　   １月～６月

  　 ６月～８月

  　 ９月～１１月

通年

１２月

主食うるち米
銘柄別販売計画

対応方向

【取り組みスケジュール】

）販売力の強化 

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

化をはかります。 

卸と連携して実需者への直接推進を強化し、

提案をおこないます。

酒米・もち米については、契約栽培制度を通じ、

供給に取り組みます。

２９年産銘柄別販売イメージ】

　

  　 ９月～１１月

県本部

ＪＡ

県本部

取組主体

県本部

ＪＡ・
県本部

県本部

ＪＡ・
県本部

ＪＡ・
県本部

銘柄別販売計画

　【新之助】　

　◇ 品質・食味を確保

　◇ ブランド確立

　◇ 高級銘柄米のシェア拡大

　【こしいぶき】

　◇ ブランド強化

　◇ 家庭用精米を中心に需要を安定確保

新之助
４，０００㌧

【取り組みスケジュール】 

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

卸と連携して実需者への直接推進を強化し、

提案をおこないます。 

酒米・もち米については、契約栽培制度を通じ、

供給に取り組みます。 

２９年産銘柄別販売イメージ】

購入希望調査の実施

・集荷販売計画の策定
・ＪＡへ銘柄別出荷依頼数量の連絡

・県本部へ出荷予定数量の報告

・販売計画の調整
・事前契約（播種前契約・複数年契約・契約栽培）の推進（１次）

出荷契約積上げ推進

事前契約（収穫前契約・複数年契約）の推進（２次）

集荷積上げ推進

・複数年契約・契約栽培等
・追加契約の推進

　【新之助】　

　◇ 品質・食味を確保

　◇ ブランド確立 　

　◇ 高級銘柄米のシェア拡大

　【こしいぶき】

　◇ ブランド強化

　◇ 家庭用精米を中心に需要を安定確保

新之助
４，０００㌧

 

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

卸と連携して実需者への直接推進を強化し、

酒米・もち米については、契約栽培制度を通じ、

２９年産銘柄別販売イメージ】 

購入希望調査の実施

・集荷販売計画の策定
・ＪＡへ銘柄別出荷依頼数量の連絡

・県本部へ出荷予定数量の報告

・販売計画の調整
・事前契約（播種前契約・複数年契約・契約栽培）の推進（１次）

出荷契約積上げ推進

事前契約（収穫前契約・複数年契約）の推進（２次）

集荷積上げ推進

複数年契約・契約栽培等
・追加契約の推進

　◇ 高級銘柄米のシェア拡大

　◇ 家庭用精米を中心に需要を安定確保

　　コシヒカリ
　　１６５，０００㌧

合計

※ 掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

卸と連携して実需者への直接推進を強化し、実需者の業態に即したきめ細かな

酒米・もち米については、契約栽培制度を通じ、

 

・ＪＡへ銘柄別出荷依頼数量の連絡

・県本部へ出荷予定数量の報告

・事前契約（播種前契約・複数年契約・契約栽培）の推進（１次）

事前契約（収穫前契約・複数年契約）の推進（２次）

複数年契約・契約栽培等の積上げ推進

推進事項

　【コシヒカリ】

　◇ 生産量適正化

　◇ ブランド強化

　◇ 家庭用精米のほか高価格帯業務用需要にも対応

　【ゆきん子舞、

　◇ 多収穫栽培による収量確保

　◇ 低価格帯業務用需要に対応

　　コシヒカリ
　　１６５，０００㌧

合計 ２１４，０００㌧

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

実需者の業態に即したきめ細かな

酒米・もち米については、契約栽培制度を通じ、需要に応じた適正生産と安定

・事前契約（播種前契約・複数年契約・契約栽培）の推進（１次）

事前契約（収穫前契約・複数年契約）の推進（２次）

の積上げ推進

推進事項

　【コシヒカリ】

　◇ 生産量適正化

　◇ ブランド強化

　◇ 家庭用精米のほか高価格帯業務用需要にも対応

　【ゆきん子舞、あきだわら等】

　◇ 多収穫栽培による収量確保

　◇ 低価格帯業務用需要に対応

こしいぶき
３４，０００㌧

２１４，０００㌧

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

実需者の業態に即したきめ細かな

需要に応じた適正生産と安定

・事前契約（播種前契約・複数年契約・契約栽培）の推進（１次）

事前契約（収穫前契約・複数年契約）の推進（２次）

　◇ 家庭用精米のほか高価格帯業務用需要にも対応

等】

　◇ 多収穫栽培による収量確保

　◇ 低価格帯業務用需要に対応

こしいぶき
３４，０００㌧

ゆきん子舞、
あきだわら等
１１，０００㌧

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

実需者の業態に即したきめ細かな

需要に応じた適正生産と安定

　◇ 家庭用精米のほか高価格帯業務用需要にも対応

ゆきん子舞、
あきだわら等
１１，０００㌧

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。 

播種前・収穫前契約や大口需要者等との複数年契約、生産者を含む契約栽培な

多様な契約方式を推進し、早期かつ長期安定的な需要確保と結び付き販売の強

実需者の業態に即したきめ細かな

需要に応じた適正生産と安定



 

（３）出荷結集
 
 

 

○ 

ＪＡと県本部
 
 

○ 

約方式に取り組みます。

 

【出荷結集の

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（４）需要に応じた高品質米の安定生産
 

   ○ 

機関と連携し、
 

○ 
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（６）水田活用の推進
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ＪＡグループで９万１千トン程度の水田活用米穀に取り組
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が生じないよう、精算額の調整をおこないます。
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生産・集荷・販売を通じ、新之助の独自基準に基づく厳格な取り扱いを徹底し

主食用米の需給と価格の安定をはかるため、
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新品種「新之助」のブランド確立 

県と連携し、認知度の向上とブランドイメージの浸透をはかり、

カリと双璧をなす非コシヒカリ系のトップブランドをめざします。
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 備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、

の国の交付金相当額

【備蓄米・加工用うるち米・輸出用米の精算額（

      

 

備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、

交付金相当額（

【備蓄米・加工用うるち米・輸出用米の精算額（

備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、

（20,000 円／

【備蓄米・加工用うるち米・輸出用米の精算額（

 

備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、

円／10a）を契約面積支払金としてお支払いします。

【備蓄米・加工用うるち米・輸出用米の精算額（

※ 掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、

を契約面積支払金としてお支払いします。

【備蓄米・加工用うるち米・輸出用米の精算額（1 俵あたり）調整イメージ】

  

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、

を契約面積支払金としてお支払いします。

俵あたり）調整イメージ】

  （ 米穀

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、

を契約面積支払金としてお支払いします。

俵あたり）調整イメージ】

米穀部 総合対策

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

備蓄米・輸出用米については、加工用うるち米との公平を期すため、加工用米

を契約面積支払金としてお支払いします。

俵あたり）調整イメージ】 

総合対策課 ）

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。 

米

を契約面積支払金としてお支払いします。 

） 


